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自由打撃
簡易貫入試験装置用
デバイスセット

法面構造物の背面地盤の「劣化の程度」と「劣化範囲」を、自由打撃簡易貫入試験で低コストに把握す
るための補助装置です。
試験者のハンマー打撃のばらつきを考慮して試験値を簡易補正し、現地で結果を画面表示・記録でき
ます。

経路確認 片側管口捜索 構造物支障有無の確認

・急傾斜地など、既往の貫入試験が実施しにくい箇所
 での地盤評価

使用用途

・鉄道敷地内のり面の劣化判断（JR）

使用実績

本製品でできること

2

Penelog (ペネログ)

「自由打撃簡易貫入試験」とは

従来の簡易動的コーン貫入試験の実施が難しい急傾斜地などでの適用を想定して開発された、自由な方
向に実施できる小型の貫入試験です。

1) 試験値の「簡易補正」
試験者によるハンマー打撃動作（加速度）を計測し、打撃力を簡易に推定。本試験で規定されてい

る標準的な打撃力との差に応じて、試験値（貫入抵抗）を補正します。

2) 打撃回数の検知（補助機能）
打撃回数の検知機能を備えます（※補助機能）

3)既往貫入試験の Nd値 への換算
自由打撃簡易貫入試験で得られた試験値（貫入抵抗）は、経験式によって既往の貫入試験のNd値に

換算できます。換算したNd値により、構造物背面地盤の劣化状態（程度・範囲）を定量的に判断し、
法面維持管理の検査業務等に活用できます。

4)記録・表示・外部出力
試験結果の記録、画面表示、外部出力に対応します。

・法面構造物背面地盤の劣化（程度・範囲）の把握、
 維持管理・検査業務への活用

製品構成

製品は、
腕に装着するウェラブルウォッチ端末と
スマートフォン端末
の２つで構成されます。

試験装置本体については
坂田電機株式会社様で販売しております。
(問合せ先: 042-464-3711)

ウェラブルウォッチ端末とスマートフォン端末 試験装置本体
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測定手順

ご利用上の留意点

1)補正精度の維持と安全確保のため、マニュアルの規定を順守してください。

2)本製品は簡易補正を目的としています。より高い精度が必要な場合は、別途専用試験機の利用をご検
討ください。

3)補正アルゴリズムや経験式は、研究開発の進展に応じて改良される場合があります。

4)地山の露出に斜面構造物の削孔等が必要な場合には別途実施してください。

※ 本製品は、公益財団法人鉄道総合技術研究所 防災技術研究部 地盤防災研究室にて研究・開発し、
当社が製造および販売をしております。

※ 試験装置本体については坂田電機株式会社様（TEL:042-464-3711)までお問合せください。
※ PenelogTE は商標登録出願中です。
※ Penelogデバイスについては鉄道総研とJRSIの2社で特許出願中です。
※ 自由打撃簡易貫入試験機については特許登録商品です。（特許第7190396号）



構造物遠隔モニタリングシステム 構造物モニタ

使用用途

主に土木または建築の構造物に生じている変状や構造物の状態を監視するための装置です。
監視箇所の状態計測を行う子機、そして子機群からデータを集約してＷｅｂサーバに転送する親機で構
成されます。

・トンネルのひび割れ状態や内空の距離計測

・土木構造物や建築構造物の状態監視

導入メリット

設置実績

JR各社（在来線、新幹線）のトンネル
および市道トンネルを対象に十数か所の
設置実績あり
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設置イメージ

・設置機器に親機、子機の役割を充てることで、子機から親機を経由してモニタリング
サーバに転送された測定データをWeb画面で確認することができます。

・親機が無く子機のみ設置する場合でも、子機にセットしたSDカード内に保存された
測定データを確認することができます。

・メンテナンスのための人件費、出張旅費の削減につながります。

・測定データを活用してお客様自身で今後の予測などを行うことができます。

・工事個所の一時的な状態観測など、長期観測のみではなく簡易的な短期間設置での運用も
可能です。

本製品でできること

・ひび割れなどの変状状態の観測や対象箇所の距離計測を行うことができます。

・設置機器内にセットした電池は使用により消耗するため、交換が必要です。
ただし、電源の確保が可能な場所では電池を使用しない運用も可能です。

・年に数回の計測（点）から常時計測（線）になることで季節変動の現象を確認できます。
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構成品
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本製品の構成品は以下のとおりです。

① ひずみ測定用子機
ひずみ式変位計による測定やカンチレバー型変位計などを使用した「ひずみ測定」を
行うことができます。

② 内空距離測定用子機
距離測定箇所に設置したレーザ送受信装置を使用して距離測定を行うことができます。

③ 外部データ転送用親機
①および②の子機から受信した測定データを、本製品専用のモニタリングWebサーバ
に転送します。測定データはWeb画面上でモニタリングすることができます。

⑤ カンチレバー型ひずみ測定機
目違いの計測に使用します。

⑥ カンチレバー側ひずみ測定機
ひび割れ幅の計測に使用します。

親機格納箱(FRP)※新幹線用 子機 親機

④ データ中継機
①②と③の距離が長く、良質な通信環境が確保困難な場合に使用します。

カンチレバー 伸縮計 内空距離計

⑦ レーザー距離計測定機
内空計測に使用します。



・Ｗｅｂモニタリングサービス

・モニタリング管理サービス

販売・サービス

・電池定期交換サービス（年間保守対応も可能）

・設置場所検討コンサルティングサービス

・設置工事サービス

本製品は、販売およびリースで展開しております。設置場所への各機器設置については、基
本的にお客様自身で行っていただきますが、ご相談いただければ弊社で取り付け作業を行うこ
とも可能です。また、電池交換などのメンテナンスについても同様にお客様自身で行っていた
だく必要がありますが、ご要望があればメンテナンス業者のご紹介や弊社でのメンテナンスも
可能です。

短期間での監視需要にも対応しております。詳細については弊社までご相談ください。

本製品についての販売・サービス

・各機器の販売やリース

ご要望や監視対象や設置場所条件に応じた機器を販売またはリースいたします。

監視対象場所に訪問させていただき、設置場所や監視内容について
お客様と協議いたします。

お客様自身で設置業者をご用意いただくことが難しい場合、弊社の
関係会社をご紹介、または弊社により設置工事をいたします。

お客様自身で設置業者をご用意いただくことが難しい場合、弊社の関係会社をご紹介、
または弊社により電池定期交換をさせていただきます。

弊社が用意したWebサイトを通じて、監視対象箇所の監視状況を確認することができま
す。このサービスについては年間ライセンス制となっております。

ご要望に応じて、監視対象箇所の監視データについて整理を行い、報告書を提出させて
いただくサービスです。
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下水道を中心した管路内を調査点検するために使用するTVカメラ車について、その操作感や調査技
法を習得することができる訓練シミュレータシステムです。管路を対象としたインフラ維持管理技術者の
育成に活用することができます。

管路調査TVカメラ車用
訓練シミュレータ CCTV SEWER INSPECTION SIMULATOR

役割

・熟練技術者からの技術継承

活用事例

管内調査会社における技術習得の補助など

構成
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・調査技術者の早期育成

・ゲームを通じた下水道維持管理技術の広報

特徴

・ゲームを通じて管内調査技術の習得が可能です。

・ゲームの舞台となるステージは、ユーザにより
エディット（自作）可能となっております。
工夫次第で様々な訓練目的に合わせたステージを
用意することができます。

・操作技術習得の他に、検定試験機能を活用することで
関連知識の補助学習も可能です。

・ステージには、点検対象箇所を好きな位置に配置する
ことができます。また、初心者向けにガイド説明を追加
することも可能です。

・技術習得度はステージ終了後のスコアで確認が可能で
す。

・管理者は、各技術習得対象者別にステージのスコアや
検定試験の結果を確認することができます。苦手な技術
の確認などの深堀りに役立てることもできます。

教育訓練サイクルの例

検定試験ステージプレイ

弱点および強化
ポイントの確認

管理者による
結果確認・分析

実現場での問題
や課題の収集

管理者による
ステージおよび検定試験の作成

ステージおよび
検定問題の検討



用意されている豊富な機能
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※ 本製品は、管清工業株式会社様からの要望を受けた株式会社カン
ツール様が企画し、当社が開発を担当したテレビカメラシミュレータ
システムです。販売およびユーザーサポートは株式会社カンツール様
が行っています。

株式会社カンツール様お問合せ先 TEL:  047-308-2271

シミュレータタイトル画面 マップエディタ 切り貼りして自由にマップを作成

ステージエディタ マップに異常箇所や案内情報を埋め込み

ステージイベントエディタ 異状箇所にカメラ視点を設定
検定試験エディタ 補助学習教材としての問題を作成

検定試験のグループ化 問題をグループ化して弱点の集中対策

イベントエディット 異状の登録と配点設定

ステージプレイ 異状調査技術の習得

管理者によるステージプレイ結果確認 管理者による検定試験結果確認

弊社ではこのようなシミュレータや訓練装置の開発受託をお受
けしております。お気軽にご相談ください。



使用用途

現場安全衛生状態監視システム TATEKOH

土木施工現場の立坑や人孔、またはトンネル内を主として、作業員を護るための安全衛生状態監視シス
テムです。現場での監視条件に合った監視用ユニットを接続して使用します。監視状態は現場に設置した
ユニット上、もしくはWeb画面上で確認することができます。

土木工事現場における労働安全衛生管理

活用例

推進施工などの立坑での状態管理 下水管路の人孔間での状態管理 シールドトンネル工事などでの状態管理

活用実績

埼玉県内２か所の施工現場で使用実績あり
                                (2025年8月現在）

本製品の活用例
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導入メリット

・日々の工事について、現場の環境データを記録に残すことで安全衛生管理体制を強化できます。

・現場の環境状況をWeb画面でモニタリングすることが可能であるため、遠隔地からの観測が可能です。

・暑さ指数の観測も行えるため、最近問題となっている猛暑状態での現場作業者を守ることにつながります。

本製品は、管推進工事現場の安全衛生管理を目的に開発されましたが、一般工事現場や工場などの安全衛
生管理を必要とする場所に設置することも可能です。

システム構成



製品構成

本製品は、８つのユニットに分かれており、監視対象現場で必要なユニットを選択して使用する「組み立て式
となっております。

製品を構成するユニット群 ユニットの接続

イメージイラスト
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労働安全衛生状態監視システムTETEKOHは弊社が開発を行い、サン・シールド株式会社様から
販売している製品です。販売についてはサン・シールド株式会社様（TEL : 0566-99-6860）に
ご相談ください。



警報検知システム 警報知らせ隊

事務所住宅などの防犯用として販売されている、窓ガラス開放時の警報装置を対象として、

警報装置作動中に窓ガラスが開けられた際に鳴るブザーを検知してメールでお知らせします。
また、機器操作が苦手な被介護者の方からの異常時通報システムとしても活用できます。
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使用イメージ

※写真の警報装置は朝日電器株式会社様の製品です。

本製品の警報装置部を窓ガラスに取り付けることで犯罪検知ができます。また被介護者の方が、スマートフォ
ンなどの扱いが難しい機器を使用せずとも、警報装置をONにするだけで介護者に異常を通報するような使い方
もできます。

本製品の使用例

使用用途

・窓からの侵入の検知

導入メリット

・警報装置からの大音響ブザーとともに、
スマートフォンが撮影する周辺状況の写真により
犯罪の早期発見につながります。

・比較的低コストで簡易的な防犯対策を実施できます。

・被介護者の方からの異常呼び出しなど

・スマートフォンなどの機器操作が苦手な被介護者の方
でも警報装置のスイッチをONにするだけで異常時など
での呼び出しにも活用できます。

窓ガラスからの侵入検知としての使い方の例 介護現場での使い方の例
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製品構成

※警報装置は朝日電器株式会社様の製品です。

本製品は、窓ガラスの開放を検出する警報装置、および警報装置からの音を検出して通報するスマートフォン
で構成されます。また、スマートフォンを窓近くに置けない場合は、オプションとしてBlueToothマイクを接
続して使用することもできます。

スマートフォン

警報装置（朝日電器株式会社様製）

BlueToothマイク
（オプション）

検知中の様子 検知、撮影の様子

※本製品は、弊社が開発を行いました。
販売は、株式会社SBS様
（問合せ先：0776-33-2383)で行っております。



非掘削型バラスト状態検査装置 バラストチェッカ

大型の検査装置を使用せず、簡易的にバラストの状態を検査するための装置です。
まくらぎ間に打ち込んだ中空打設杭の片方に設置したスピーカーから専用音響を出力、バラストを
透過した音響の音圧を反対側の中空杭上部で検出して音圧レベルから健全度を評価します。

使用用途

バラストの状態管理、メンテナンス計画検討 ＪＲ、私鉄、海外鉄道会社の各路線で使用されております。
実績詳細について関心がございましたら、お問い合せください。

使用実績

災害発生後のバラスト状態確認

製品構成

基本測定セット 短縮型打設杭（外管・内管）各２本（別売り） 持ち運び用バッグ（別売り）

測定イメージ

100mm

330mm

バラスト

測定用タブレット

まくらぎ

測定用マイクで

透過音響を録音測定用スピーカー

常設型打設杭

測定イメージ（常設型）

100mm

330mm

バラスト
まくらぎ

測定用マイク透過音響を録音

測定用スピーカー

一時型打設杭

測定イメージ（一時型）

測定用タブレット

評価音響出力指示

評価音響出力指示

常設型打設杭一時型打設杭

レール

測定装置がレール踏面よりも下に位置するため、

列車走行時間帯での測定も可能となります。

また、測定用マイク周辺は周辺雑音の混入を

抑制する構造としております。

測定装置がレール踏面よりも上に位置するため、

列車走行時間帯での測定よりも夜間での測定に向いています。

本装置による測定の様子

打ち込みに使用するための外管と内管２組、そして測定で必要なマイクやスピーカー、さらに測定制御や測定自体
を行う専用端末がセットされております。外管と内管については別売り販売もしております。搬送に便利な専用バッ
グもご用意しております。基本セット販売の際、長い打設杭セットの代わりに短縮型打設杭をセットすることもでき
ます。
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打設杭打ち込み

検査手順・検査結果の確認

結果確認・劣化予測の確認測定機器取付・測定

内管を外管にセットした状態でまくらぎ中心を基準に左右間330mmの離隔を確保するように２本を打ち込み、測
定器具を設置後に専用端末のソフトウェアを操作して測定を行います。測定後は必要に応じて、取り出し用補助穴に
バールなどを引っかけるなどして外管を抜き取ります。

検査結果、収録した音響の音圧を基準としたFI[%]値、そしてＡ～Ｃまでの３ランクによる評価が表示されます。
また、測定用ソフトウェアにはFI[%]が20を超えるまでの予測年数やその劣化予測にもとづく変化のグラフを表示す
る機能も搭載されております。

バラストチェッカは、公益財団法人鉄道総合技術研究所が開発した製品であり、
当社が製造したものを保線機器整備株式会社様から販売しております。

保線機器整備株式会社様 お問合せ先 TEL : 048-997-2774
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埋設管位置計測装置

鉄道線路や道路の下などにある埋設管の経路を推定する計測装置です。ジャイロセンサから取得す
る角加速度およびロータリエンコーダから取得する距離、さらに気圧の３種から、XY平面やXZ断面の
計測を行います。本計測装置は自走機能を有していないため、 必要に応じて別途管内撮影車と連結
して使用します。

経路確認

計測原理図

構造物支障有無の確認

・管口不明状態となる前の事前策としての管路確認

・周辺の既設構造物との離隔確認

・構想物設計時における事前の管路支障有無確認支援

・カメラ探査メンテナンスにおける管路内位置情報とのリンク

使用用途

・不明な片側管捜索の参考計測（ＪＲ路線）
・法面への構造物埋め込み設計時の埋設管

支障有無確認（JR路線）

使用実績

計測原理・計測イメージ

位置探査ユニットに搭載した角速度センサで 検出した変化角度[deg]、および巻取りユニットで検
出した位置探査ユニットや深度探査ユ ニットの移動量[mm]から幾何学的に位置を推定します。
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管内計測のイメージ

管内撮影
カメラ車

位置計測
ユニット

深度計測
ユニット

巻取り
ユニット

深度基準
ユニット

不明片管口推定



製品構成

計測結果表示

・計測結果は、計測装置の出発点位置と向きを基準としてCAD風の画面に、XY平面図、XZ断面図の
２種で表示します。
・終端位置だけではなく、途中点の座標も確認できます。
・管内撮影車の距離情報と組み合わせることで、異状箇所を座標で管理することもができます。
・管内が途中で閉塞している管路では、閉塞地点から先の管口予測をおこなう機能も搭載されています。

計測結果表示例

計測用途によって使い分けをする豊富な構成品群

計算ユニット

巻き取りユニット

巻き取りユニット設置台

位置計測ユニット 深度計測ユニット

確認用ダミー車

深度基準ユニット

分かりやすい結果表示

CAD風の結果軌跡表示

諸元の入力が可能

諸元
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水位検出装置

河川や伏びに流れる水の水位を数段階の範囲で検出します。検出状況を設定した段階別にWeb
画面でモニタリング可能です。検出状況をメールに送信することもできます。

使用用途

河川や伏びの水位監視など

構造・使用イメージ

本製品では、水の検出有無状態をアナログ電圧として出力します。

WALET 「ワレット」

水検出部

監視したい水位の段階に応じて複数使用します

本製品（通常着水状態）
電源・通信装置
※弊社製品の構造物モニタ、
TATEKOHも利用可

河川など

橋梁など

別途用意する取込み・通信装置により
データ転送
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本製品のイメージ

取込み・通信装置

本製品（増水状態）

河川など

橋梁など

別途用意する取込み・通信装置により
データ転送

取込み・通信装置

遠隔管理などに使用する場合は、別途電圧取込み装置や通信装置が必要になります。



光ファイバジャイロを使用した方位計測と推進距離により先導体の位置を推定し、計画路線に沿って
出発点から到達点までの先導体誘導を支援するシステムです。

使用用途

・掘進機先導体の位置推定、位置管理

施工実績

日本国内の各自治体が発注する下水道または雨水管路築造
工事を対象に泥濃式工法で約１8０件の使用実績がありま
す 。 (2025年8月時点)

適用実績工法
ラムサス工法、ドルフィン工法、コマンド工法など

Sリードの方位検出原理

推進工法用掘進機先導体誘導システム Sリード

計測原理

Sリードは、光ファイバジャイロにより検出した地球の自転角速度をもとに推定した方位、さらに推進量およびS
リード計測装置の姿勢情報（ローリング、ピッチング）を使用して掘進機先導体位置を推定します。

Sリードの位置推定原理（2次元での簡易表現）

先導体への組み込み

Sリードを組み込む方法は以下の２通りがあります。
・掘進機先導体に追加接続する管（Ｓリード搭載管）を用意する方法
・掘進機先導体内に直接台座を用意して設置する方法

※ 搭載を検討する場合は、搭載対象の掘進機先導体の図面をもとにした事前検討が必要です。

Sリード計測装置の筐体 掘進機先導体への組み込み例（Sリード搭載管方式の場合）

施工現場でのSリード使用例
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掘進機先導体オペレータを支援する機能が充実

Sリードは、実際に活躍する様々な掘進機先導体オペレータの意見を反映して開発した各種支援機能が充実して
います。これらの機能は、施工を行う掘進機先導体オペレータの心理的負担を軽減することにも役立っています。
シミュレーション機能を活用することで、推進計画の立て直しなどもおこなえます。

計測装置本体 コンソールボックス Webモニタリング

計画路線と先導体位置
の確認が容易
・CAD風の表示
・数値表示

先導体の軌跡から今後の方向性を確認可能

修正ジャッキ操作による先導体進行の予測により施工を支援

到達点付近では
到達点予測機能で到達までを支援

製品構成・サービス形態

Sリードを使用する施工では、計測装置本体のほかにコントロール用のコンソールボックスを使用します。
なお、施工期間中のオペレータ支援として、技術スタッフによる遠隔管理サービスも実施しております。
さらに、Sリードの計測結果をWebで確認するサービスもご用意しております。

施工への導入のお問い合わせ

推進施工へのSリード導入の検討については、Sリードを運用している
アースナビ推進工法協会 事務局 TEL 0776-33-2430 にお問い合わせください。

Sリードを使用する施工での使用手順

Sリードは以下の手順に沿って施工で使用します。

・施工図面を含む施工関係情報の用意後、アースナビ推進工法協会事務局へ問い合わせ
・受領資料をもとにした、協会技術委員会にて施工のリスクアセスメントを実施（問題があれば連絡いたします）
・施工現場を訪問して施工関係者と事前打合せ、およびSリードの使用手順を指導するとともに準備を実施
・施工開始後から掘進機先導体の到達まで、アースナビ推進工法協会所属の技術スタッフが対応します。
・施工終了後は、施工中に発生した事象や計測結果の妥当性などについて検証した報告書を発行します。

Sリードを使用する際の施工現場での準備作業 Sリードを搭載した先導管の投入

Sリードは、公益財団法人鉄道総合技術研究所と弊社が共同開発した製品です。
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施工状況モニタリングシステム ラムサスモニタ

FAモニタから取得した情報をもとに、Web画面でモニタリングするためのシステムです。
工事用機械の制御状態や工場内で使用されている機械の制御状態の監視に活用できます。

使用用途

・工事用機械や工場内機械の制御状態監視
・監視情報からの業務効率化検討
・教育訓練や日報の自動作成

適用実績

ラムサス工法掘進機制御盤の監視システム実現

システムの使用イメージ

本製品は、監視対象の現場や工場などに設置します。FAモニタから取得した情報をWi-Fiを通じてクラウドサー
バに転送したものをWebブラウザで閲覧、監視します。

システムの使用イメージ

本製品による制御盤モニタリングの例（左：PCブラウザ画面表示例、右：タブレット端末表示例）
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製品構成

本製品は３つのユニットで構成されております。

実現例

本製品の製品構成

ラムサスモニタは弊社が開発を行い、サン・シールド株式会社様から販売している製品です。
販売についてはサン・シールド株式会社（TEL : 0566-99-6860）様にご相談ください。

実現例（ラムサス掘進機先導体用制御盤のモニタリング）
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工場や現場などで使用する多回線のケーブルを対象に、導通検査と絶縁検査を簡易的に実施して結
果を表示します。本装置を活用することにより、出荷検査のミス防止や作業時間の削減を実現します。

※ 本装置を使用するためには、AC100Vが必要です。

ケーブル簡易品質検査装置 ケーブルウィザード

使用用途

・現場や工場で使用するケーブルの品質検査

使用実績

推進施工用ケーブル整備工場での出荷検査での
活用事例があります。

構成

接続されたケーブルの各芯や回線間への接続のためのリレーを制御基板から制御して切り替え、抵抗に流れる電流から
導通性と絶縁性を確認します。

本製品の最大６回線用により検査を行っている様子

装置の回路構成 パネル表面

製品外観(写真は最大６回線用のもの）
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ボックス全体 フタを開いた様子



検査装置にケーブルを接続していくつかのボタン操作をおこなうだけで、多芯ケーブルの導通検査や絶縁検査を実施
できます。検査結果は分かりやすい○×表示です。電源投入前にUSBメモリドライブが接続されている場合は、検査
結果がUSBメモリに出力されます。

検査結果

準備・検査操作手順

【準備手順】
①付属の電源ケーブルをAC100Vコンセントに差し込みます。
②データをUSBメモリドライブに記録する場合は、
USBメモリドライブ接続口にセットします。
③試験回線数のダイヤルを回して検査対象の回線数をセットします。
④検査対象ケーブルの各回線を、左右で同じ色並びとなるように試験用端子台にネジで固定します。
③POWERスイッチを奥側に倒してスイッチをＯＮにします。

【検査操作手順】
④メインスイッチをＯＮにします。ＯＮにすると、
本装置に組み込まれた各種制御用リレーの準備が始まります。
⑤リレーの制御音が停止したら、試験開始ボタンを押します。
⑥試験進行により検査結果が画面に表形式で示されます。
表全てに結果が表示されると試験終了です。

電源接続 USBメモリドライブ接続 回線数設定 検査ケーブル接続 POWER ON

メインスイッチON 試験開始スイッチを押す

試験終了まで待機

製造依頼について

本製品は、お客様のご要望に合わせて、検査対象の最大回線数に合わせたものを製造して納品いたします。
製造を依頼される場合は、事前に検査対象ケーブルの最大回線数を確認した上で弊社までお問合せください。
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推進施工で使用される掘進機の操作を模擬体験できるシミュレータです。リアル感にある訓練効果と
ゲーム性の両方を兼ね備えた訓練システムです。推進施工のあらゆる工法に対応できます。

推進工法用掘進機先導体操作訓練システム 先導体シミュレータ

使用用途

推進工法用掘進機先導体を操作する
オペレータの育成や社内技術研修など

シミュレータの形態

本製品は、実際の掘進機先導体用制御盤をイメージした実践式モックアップ版と、パソコン上でマウスやキー
ボードを使用するPC操作版があります。PC操作版は自宅学習などに向いています。

実績式モックアップ版

PC版

開発事例 「ラムサス先導体シミュレータ」

掘進機先導体操作中に発生するシチュエーションの再現を可能とするため、豊富なエディット機能が用意されて
います。エディット機能を駆使することで、訓練度に合わせた訓練用ステージを実現できます。

エディット項目選択メニュー

土質・横滑り要素のエディット 先導体要素のエディット

イベント・アクシデント要素のエディット 訓練ステージのエディット

PC操作版

採用工法

泥濃式推進工法「ラムサス工法」の先導体シミュレータ
の採用実績あり
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訓練ステージ・適用効果

各種エディタで作成した訓練ステージを使用して訓練を行います。
ベテランオペレータが主となり訓練ステージを作成することで、シミュレータでの訓練を通じて受講者とベテランオペ
レータ間のコミュニケーションとのコミュニケーションが活発になり、教育効果も期待できます。

実際のステージでの訓練 シミュレータ導入により期待される効果

先導体シミュレータは弊社が開発を行い、サン・シールド株式会社様から販売している製品です。
販売についてはサン・シールド株式会社様（TEL : 0566-99-6860）にご相談ください。

ご要望に合わせた開発

掘進機先導体用シミュレータや、その他の土木関係のシミュレータについての開発も、ご要望に応じて開発いたしま
す。
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お問い合せ

株式会社ジェイアール総研情報システム 国立事務所

〒186-0002 東京都国立市東1-15-21 ドマーニ国立ビル5F

TEL(NTT):042-505-7831（事務所代表）

弊社Ｗｅｂサイト
https://www.jrsi.co.jp/

弊部署Ｗｅｂサイト
https://www.jrsi.co.jp/keisoku/

監修・発行

株式会社ジェイアール総研情報システム 計測システムプロジェクト
プロジェクトマネージャー 田村 晋治郎
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